
住宅・社会資本の整備は，環境の保全・創出に

幅広くかつ深くかかわっており，また経済社会の

活力の向上，豊かな国民生活の実現，安全の確

保，環境の保全・創出など，さまざまな役割を担

いながら，時代の要請に応えていく形で進めてい

くべきものです。

特に，「環境の世紀」と呼ばれる今世紀に生き

るわれわれとしては，健全で恵み豊かな環境を将

来世代に継承するため，今，何をすべきなのかに

ついてきちんと議論し，実現していくことが必要

です。

住宅・社会資本整備に関する環境政策について

は，これまで，社会資本整備審議会においても，

各分科会で個々の分野についてはしっかりと議論

がなされてきましたが，環境政策の総合的かつ基

本的な考え方についてご審議いただくため，３月

１１日の社会資本整備審議会総会において，総会の

下に環境部会が設置され，３月１５日に第１回環境

部会を開催しました。

今後当面は，政府全体で今年取り組むこととし

ている「地球温暖化対策推進大綱」の見直しに向

けて，現行の対策・施策の評価や，新たに必要な

対策・施策の検討等を行うことにしています。本

年の夏を目途に中間取りまとめを行うべく，下記

のスケジュールにて審議を行っていく予定です。

社会資本整備審議会環境部会の
設置について

国土交通省総合政策局国土環境・調整課
ふもと ひろ き

課長補佐 麓 裕樹

参考１ 今後のスケジュール

４月 第２回環境部会

・「大綱」の対策・施策の進捗状況，

評価

・必要な対策・施策の検討

５月 第３回環境部会

・必要な対策・施策の検討

・関係産業界からのヒアリング

６月～ 第４回環境部会

・中間取りまとめ（案）の検討

第５回環境部会

・中間取りまとめ

参考２ 当面の検討事項（平成１６年３月１５日

環境部会決定）

環境部会においては，２００４年に政府の「地球

温暖化対策推進大綱」の評価・見直しが行われ

ること等を勘案し，当面，社会資本整備分野に

おける地球温暖化対策についての検討を行うも

のとする。
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参考３ 社会資本整備審議会組織図
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